
「タオルびと」2025 年 1 月号（藤原直美氏編②） 

 

 

1 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

 

ふたたび故郷の地を踏む  

 

藤 原 直 美 氏 は 、帰 今 後 、愛 媛

県 管 内 東 予 地 方 局 今 治 庁 舎 の

事 務 職 に 就 い た 。つ ぎ の 仕 事 が

み つ か る ま で の 繋 ぎ と し て 得

た 仕 事 だ っ た が 、波 止 浜 出 身 の

上 司 に よ く し て も ら い 、短 期 間

で あ っ た が 、ゆ っ た り と リ セ ッ

ト す る に は 有 意 味 な 時 間 を 過

ご し た 。  

あ る 日 、そ の 上 司 が 天 保 山 に

あ っ た 本 州 四 国 連 絡 橋 公 団（ 以

下 、公 団 ）の 事 務 の 仕 事 を 紹 介

し て く れ た 。公 団 は 、1 9 7 0 年

に 本 州 と 四 国 を 結 ぶ 道 路 や 鉄

道 の 建 設 お よ び 管 理 を 目 的 と

し て 創 設 さ れ た 特 殊 法 人 で あ

っ た 。2 005 年 に 日 本 道 路 公 団

等 民 営 化 関 係 法 施 行 に よ っ て 特 殊 法 人 と し て の 役 目 を 終 え 、 現 在 は

本 州 四 国 連 絡 高 速 道 路 （ 株 ） に 業 務 が 引 き 継 が れ て い る 。  

1 9 8 3 年 4 月 、上 司 の 推 薦 も あ り 藤 原 氏 は 公 団 に 就 職 が 決 ま っ た 。

職 場 で は お も に 一 般 事 務 を 担 っ た が 、時 代 を 反 映 し て 女 性 職 員 は「 お

茶 汲 み 」 の 業 務 も あ っ た 。 上 司 や 同 僚 に も 恵 ま れ 、 仕 事 は 楽 し か っ

た 。 結 局 、 6 年 間 公 団 に 世 話 に な っ た 。  

公 団 時 代 に 、 藤 原 氏 は 同 僚 か ら 編 み 物 を 薦 め ら れ 、 教 室 に 通 う よ

う に な っ た 。高 校 3 年 生 の と き に ク ラ ス メ イ ト が 制 作 し た ダ ン ス 用

ユ ニ フ ォ ー ム の 出 来 栄 え に 感 動 し 、 モ ノ づ く り の 素 晴 ら し さ を 知 っ

た が 、 み ず か ら 何 か を 創 作 す る の は こ れ が 最 初 で あ っ た 。 編 み 物 を

と お し て 、 自 分 の 手 を 使 っ て モ ノ を つ く り 出 す 面 白 さ を 教 え て も ら

 

公 団 時 代 に キ ャ ッ ト ウ ォ ー ク を 同 僚 と 歩

い た と き の 写 真 （ 背 景 に あ る の は 大 島 ）  
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っ た 。  

 

 

 

 

 

3 .   タ オ ル 業 界 へ  

 

実家の藤原タオルに入社  

 

 藤 原 氏 は 、 1 9 89 年 3 月 に 公 団 を 退 社 し 、 い っ た ん 家 業 の （ 有 ）

藤 原 タ オ ル に 就 職 し た 。 本 格 的 に 家 業 を 手 伝 う の は 、 こ れ が 初 め て

で あ っ た 。「 時 間 も あ っ た し 、で き る 範 囲 で 手 伝 お う か な 」と ふ と お

も い 、 実 家 へ の 奉 公 が ス タ ー ト し た 。  

 こ こ で 、 藤 原 タ オ ル の 話 に 触 れ て お く 。 信 用 交 換 所 今 治 支 局 （ 今

治 タ オ ル 工 業 組 合 資 料 ）に よ る と 、藤 原 氏 の 祖 父 ・ 鉄 一 氏 は 、戦 前 、

男 工 か ら 技 術 者 と し て キ ャ リ ア を 積 ん だ の ち 、 19 3 1 年 に 藤 原 タ オ

 

残 糸 を 使 い 構 図 を 工 夫 し な が ら  

つ く っ た セ ー タ ー  
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ル 工 場 を 波 止 浜 に て 創 業 し た 。 戦 時 中 は 一 時 タ オ ル 製 造 を 休 止 し て

い た が 、 戦 後 復 帰 し 、 1 9 5 4 年 1 2 月 時 点 で は 3 8 イ ン チ の 東 紡 式

普 通 織 機（ ド ビ ー 1 6 枚 装 置 付 き ）6 台 を 設 置 す る タ オ ル 工 場 で あ っ

た 。 そ し て 、 高 度 成 長 期 の 1 9 6 2 年 1 0 月 に 藤 原 氏 の 父 親 で あ る 道

博 氏 が 二 代 目 を 継 承 し 代 表 者 と な り 、 1 9 8 1 年 7 月 に 有 限 会 社 藤 原

タ オ ル に 改 組 ・ 改 称 し た 。同 社 は 198 3 年 7 月 に 波 止 浜 か ら 越 智 郡

波 方 町 （ 現 今 治 市 ） へ 移 転 し た が 、 そ の 背 景 に は タ オ ル の 好 況 と と

も に 住 宅 地 で の 騒 音 問 題 が あ っ た 。  

道 博 氏 は 、 高 松 経 済 専 門 学 校 を 卒 業 後 、 今 治 タ オ ル 輸 出 （ 協 ） に

勤 務 し た の ち 、 祖 父 の 代

か ら つ づ く 藤 原 タ オ ル 工

場 に 入 社 し た 。 高 松 経 済

専 門 学 校 は 、 お も に 企 業

者 を 養 成 す る た め に

1 9 2 3 年 に 創 設 さ れ た 官

立 高 松 高 等 商 業 学 校 を 前

身 に も ち 、 第 二 次 世 界 大

戦 中 の 1 9 4 4 年 に 高 松 経

済 専 門 学 校 に 改 称 さ れ た

の ち 、 戦 後 の 1 9 4 9 年 に

は 同 校 を 母 体 と し て 香 川 大 学 が 発 足 し た 。 高 松 経 済 専 門 学 校 は 実 業

学 校 と し て 中 四 国 地 方 を 代 表 す る 名 門 校 で あ り 、 道 博 氏 は こ こ で 商

業 の 専 門 知 識 を 習 得 し た 。 し か し 、 タ オ ル 製 織 に つ い て は 素 人 同 然

で あ っ た た め 、 そ の 技 術 は 父 親 の 鉄 一 氏 か ら 熱 心 に 学 び 、 職 人 と し

て も 頭 角 を あ ら わ し た 。  

腕 の い い 製 織 技 術 者 と な っ た 道 博 氏 は 、 新 し い タ オ ル 生 地 を 考 案

し た り 、 ジ ャ カ ー ド 用 の パ ン チ カ ー ド も み ず か ら 製 作 し た り し て い

た 。た と え ば 、道 博 氏 は 1 9 8 7 年 3 月 に パ イ ル 内 に 太 糸 を 緯 糸 と し

て 織 り 込 ん だ タ オ ル 生 地 を 考 案 し 、実 用 新 案 と し て 出 願 し て い る（ 出

願 番 号 「 19 87043569 」、 実 用 新 案 出 願 公 開 1 9 8 8 年 1 0 月 ）。  

旧 官 立 高 松 高 等 商 業 学 校  

（ 写 真 ： 香 川 大 学 経 済 研 究 所 提 供 ）  
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1 9 5 7 年 、 道 博 氏 は タ ズ 子 氏 と 結 婚 し 、 そ の 2 年 後 に 藤 原 氏 が 誕

生 し た 。 タ ズ 子 氏 は 結 婚 当 初 、 タ オ ル づ く り の い ろ は も 知 ら な か っ

た が 、 タ オ ル 工 場 主 の 嫁 で あ る こ と に 覚 悟 を 決 め 、 懸 命 に タ オ ル に

つ い て 勉 強 し た 。そ し て 、準 備 工 程 の 整 経 か ら 仕 上 工 程 の 縫 製 ま で 、

さ ら に 配 達 な ど 細 々 と し た 雑 用 を 含 め 何 で も 器 用 に こ な し 、 道 博 氏

を 支 え た 。 藤 原 氏 は 、「 母 親 は 整 経 か ら 縫 製 ま で 全 部 し て ま し た ね 。

縫 製 も 丁 寧 で す ご く 早 か っ た で す ね 」 と 現 役 時 代 の 母 親 を 憶 う 。  

藤 原 氏 が 実 家 の タ オ ル メ ー カ ー に 入 社 し た 1 9 8 9 年 当 時 、藤 原 タ

オ ル で は 1 2 台 の 織 機 が 工 場 に 据 え つ け て あ り 、 1 2 、 1 3 名 の 従 業

員 を 雇 い 入 れ て い た 。 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 の 「 事 業 者 台 帳 」 を 参 照

す る と 、 そ の 約 5 年 後 の 1 9 9 4 年 1 0 月 の 時 点 で 5 8 〜 8 5 イ ン チ

の 普 通 織 機 1 2 台 を 設 置 し 1 0 名 の 従 業 員 を 抱 え 、 年 商 は 約 1 億

3 ,000 万 円 で あ っ た 。 主 力 製 品 は 、 無 地 の フ ェ イ ス タ オ ル や バ ス タ

オ ル 、 タ オ ル シ ー ツ 、 ス ポ ー ツ タ オ ル な ど で あ り 、 初 期 の 頃 は お も

に 楠 橋 紋 織 （ 株 ） の 下 請 け を し て い た が 、 後 年 は （ 株 ） 日 の 丸 タ オ

ル か ら 注 文 を 受 け て い た 。 そ の 他 、 原 糸 調 達 で は 壷 内 タ オ ル （ 株 ）、

染 色 加 工 で は 大 和 染 工 な ど と 取 引 が あ り 、 産 地 内 の 分 業 体 制 の も と

で タ オ ル を 生 産 し た 。  

信 用 交 換 所 今 治 支 局 （ 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 資 料 ） に よ る と 、 日 の

丸 タ オ ル は 、1 9 5 8 年 7 月 に 合 田 清 一   氏 に よ っ て 市 内 日 吉 町 に

設 立 さ れ 、 バ ス タ オ ル や フ ェ イ ス タ オ ル 、 ス ポ ー ツ タ オ ル な ど を 主

力 製 品 と し 、 ピ ー ク 時 に は 年 商 8 億 7 ,00 0 万 円 を 稼 ぐ 今 治 で は 中

堅 タ オ ル メ ー カ ー で あ っ た 。 販 売 先 （ 卸 先 ） は 時 代 に よ っ て 多 少 変

わ る が 、首 都 圏 の タ オ ル メ ー カ ー お よ び タ オ ル 専 業 問 屋 が 主 で あ り 、

た と え ば 尾 州 の 野 村 タ オ ル （ 株 ）、 泉 州 の 川 商 （ 株 ） や （ 株 ） 成 願 な

ど に 卸 し て い た 。 た が 、 1 9 9 0 年 代 以 降 、 中 国 を 主 と す る 海 外 か ら

の タ オ ル 輸 入 の 影 響 を ま と も に 被 り 、 2 0 0 4 年 1 2 月 に 赤 字 経 営 や

貸 し 倒 れ の 発 生 か ら 4 億 2 ,000 万 円 の 負 債 を 抱 え て 倒 産 し た 。  

藤 原 氏 が 藤 原 タ オ ル に 入 社 し た と き は ま だ タ オ ル 生 産 量 は 伸 び て

お り 、 藤 原 氏 は 仕 上 工 程 の う ち 検 品 や 箱 詰 め 、 ま た 配 送 の 手 伝 い を

LOOKS
ノート注釈
1930年新居浜市生まれ。住友化学に勤務したのち1958年に退社し（株）日の丸タオルを設立。少林寺拳法の有段者であり、「力愛不二」と「自他共栄」を信条とし、人徳者であったようである（今治タオル工業組合調べ）。
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し て 家 業 を 助 け た 。 縫 製 に つ い て は ベ テ ラ ン の 従 業 員 が い た た め 、

こ の タ イ ミ ン グ で は ほ と ん ど 従 事 し て い な い 。藤 原 タ オ ル は 、1 9 90

年 代 ま で は 順 調 に 売 上 を 伸 ば し て い た が 、 主 要 取 引 先 の 日 の 丸 タ オ

ル が 倒 産 し た 煽 り を 受 け て 不 当 た り を 出 し 、 200 6 年 1 2 月 に 工 場

を 売 却 し 自 主 廃 業 し た 。「 日 の 丸 タ オ ル さ ん に 朝 、配 達 に 行 っ た ん で

す よ 。 そ し た ら 、 い き な り 張 り 紙 が し て あ っ て 、 不 当 た り で 倒 産 し

た こ と が わ か っ た ん で す 。 慌 て て 家 に 戻 り 、 そ れ か ら も う た い へ ん

で し た 」 と 、 藤 原 氏 は 当 時 の 様 子 を 振 り 返 る 。 日 の 丸 タ オ ル は 自 社

で も タ オ ル を 製 造 し た が 、 域 内 に は 藤 原 タ オ ル の よ う な 二 次 下 請 け

の タ オ ル メ ー カ ー が い く つ も あ り 、 日 の 丸 タ オ ル と 取 引 の あ っ た 小

さ な タ オ ル メ ー カ ー は か な り の 影 響 を 受 け た 。  

 藤 原 タ オ ル の 二 代 目 で あ っ た 道 博 氏 は 、 自 社 の 後 始 末 を つ け て か

ら 、 200 8 年 に 7 8 歳 で 人 生 の 幕 を 閉 じ た 。 そ し て 、 藤 原 氏 も 家 業

の 最 後 を 見 届 け て か ら 、2 0 0 7 年 4 月 に 今 治 市 役 所 波 方 支 所 に 事 務

職 と し て 勤 務 し は じ め た 。 波 方 支 所 で は 、 お よ そ 5 年 も の 間 世 話 に

な り 、 し ば ら く タ オ ル か ら 距 離 を 置 く こ と に な っ た 。  

 

フラと馬が合 う 

 

波 方 支 所 時 代 に フ ラ を 覚 え た 。 隣 の 公 民 館 で フ ラ ダ ン ス 教 室 が 開

か れ て お り 、 ふ ら っ と 参 加 し た の が き っ か け で あ る 。 フ ラ は い ま も

藤 原 氏 の 趣 味 で あ り 、 週 1 回 の 練 習 は 欠 か さ な い 。  

先 史 時 代 か ら ポ リ ネ シ ア の 人 び と は 、 フ ラ の 文 化 を も ち 、 文 字 を

も た な か っ た た め 、 代 わ り に 神 様 や 自 然 へ の 感 謝 を 踊 り で 表 現 し て

い た 。 フ ラ に は 古 典 ス タ イ ル の 「 フ ラ ・ カ ヒ コ H u la  K ah i k o 」 と モ

ダ ン ス タ イ ル の 「 フ ラ ・ ア ウ ア ナ H u l a  Aua na 」 の 2 種 類 が あ る 。

フ ラ ・ カ ヒ コ は 、 瓢 箪 や 小 石 、 竹 、 樹 皮 な ど 原 始 的 な 打 楽 器 を つ か

っ て 歌 う チ ャ ン タ ー （ 歌 い 手 ） の リ ズ ム に あ わ せ て 踊 り 、 フ ラ ・ ア

ウ ア ナ は ウ ク レ レ や ギ タ ー な ど の 楽 器 が 奏 で る 、 い わ ゆ る ハ ワ イ 音

楽 に あ わ せ て 踊 る 。  
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藤 原 氏 の 踊 り は 、 モ ダ ン ス タ イ ル の フ ラ ・ ア ウ ア ナ で あ る 。 藤 原

氏 が 通 っ て い る フ ラ 教 室 が 所 属 す る 中 四 国 ハ ワ イ ア ン 協 会 は 、 毎 年

1 回 の 頻 度 で 松 山 市 に あ る 愛 媛 県 県 民 文 化 会 館 で 「 カ ・ マ カ ニ ・  

フ ラ ・ フ ェ ス テ ィ バ ル 」 を 開 催

し て い る 。  

フ ラ の 音 楽 で 藤 原 氏 が 好 き な

曲 は 、 エ ル ヴ ィ ス ・ プ レ ス リ ー

の 「 好 き に な ら ず に は い ら れ な

い Can ’ t  He l p  Fa l l i ng  i n  

Love 」（作 詞：Lu i g i  C re a t o re 、

作 曲 ： Hug o  Pe re t t i  a nd  

G e org e  D .  We i s s ）や「 ブ ル ー ・

ハ ワ イ B lue  Haw a i i 」（ 作 詞 ：

Le o  R ob i n 、 作 曲 ： Ra l ph  

Ra i ng e r ）、沖 縄 民 謡 の テ イ ス ト

が 入 っ た「 花 」（ 作 詞 曲 ： 喜 納 昌

吉 ） で あ る 。  

藤 原 氏 が フ ラ と 馬 が 合 う の は 、

フ ラ の も つ 明 る い 雰 囲 気 と ハ ワ

イ の 文 化 や 歴 史 を 彷 彿 と さ せ る

趣 き に あ る 。日 本 の 多 く の 人 に と っ て フ ラ は ハ ワ イ 諸 島 と 結 び つ く 。

藤 原 氏 は ま だ ハ ワ イ 諸 島 に 行 っ た こ と は な い が 、 週 に 一 回 は フ ラ ダ

ン ス 教 室 で ハ ワ イ の 文 化 や 歴 史 を 全 身 で 感 じ て い る 。  

 

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

 

2 0 2 3 年 7 月 に 愛 媛 県 県 民 文 化 会 館 で

開 催 さ れ た 「 カ ・ マ カ ニ ・ フ ラ ・  

フ ェ ス テ ィ バ ル 」 に て  


